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大事故を前提とした再稼働を国任せにしていいはずがありません！

玄海原発再稼働を容認しないでください
佐賀県知事　古川　康　様

玄海原発プルサーマルと全基をみんなで止める裁判の会

代表　石丸初美

プルサーマルと佐賀県の１００年を考える会

共同世話人　野中宏樹

東京電力福島第一原発事故から今日で丸3年が経ちました。
今日も日本中で多くの人達が、原発事故によって仮設住宅生活や避難生活を余儀なくされています。そして、福島原発の現場では被曝の脅威にさらされて一刻の猶予もならない状況の中、国民の命を守るため収束作業に従事している人達がいることも決して忘れてはなりません。さらに、福島第一原発では、最近も約100 トンの汚染水が漏えいし深刻さを増していますが、誰も責任を取ろうとしていません。
昨年１１月１８日、佐賀県議会原子力安全対策等特別委員会では、原子力規制庁の課長補佐が「新基準に適合しているかを判断する。安全ですというと、安全神話になるのでそう言わない。リスクが常にゼロにならないというのを基本にしている。絶対安全な状態になるというのは永久にこない中で、どこまでリスクを減らすことを目指すか」と発言しました。政府も原子力規制委員会も、大事故が起こることを前提に審査しながら、再稼働と防災計画は別のものとして、無責任を決め込んでいます。
古川佐賀県知事においては、玄海原発再稼働について「規制委員会に必要な仕事をしっかりやってほしい」と繰り返すのみ、事故前提の再稼働を国任せにしていいはずがありません。県民の命を第一に守ることが県知事の責任ではないのですか？
ここにきて政府と規制委員会は、夏前の再稼働に向けて準備を加速させています。規制委員会は３月上旬に審査中の原発から１～２基を絞り込み「優先審査」を行うと発表。政府は、あろうことか原発を「重要なベースロード電源」と位置づけるエネルギー基本計画を閣議決定しようとしています。
他方で、原発事故時の避難計画では住民の安全を守ることができないことが、自治体への申し入れ等々で具体的に明らかになっています。事故はいつ起きるかわからないというのに、あらゆる状況の想定は全くされていません。私達は、原発は命や自然が放射能汚染のリスクと常に背中合わせだということを福島の事故から学びました。県民はけっして納得していません。
飯舘村をはじめ、原発から30ｋｍ圏外の人達は原発事故との因果関係は難しいとの理由で見放されました。SPEEDI の隠蔽で誤った避難誘導を受けたあげく無用な被曝を強いられた住民の怒りはいかばかりでしょうか。家も家畜も故郷も捨てざるを得なかった飯舘村の人は、3年経って、除染も一向に進まないままに国が帰還政策を進める中、「自分の家に帰れと言われなくても、帰るか帰らないかは自分で決める。余計なおせっかいだ」と、国のいい加減さに「俺たちは国にバカにされたんだ。国は見捨てたんだ」と怒りをあらわにしています。
福島から何も学ばない避難計画など「被曝計画」です。古川知事も、国や東京電力と同じように、県民を見捨てるつもりですか？
今日3.11という日に改めて、県民の命と財産を守るべき立場にある古川知事に以下、要請いたします。

1 県民の命と暮らしを守るために、玄海原発の再稼働を認めないこと

2 原発事故の恐ろしさを福島原発事故から学び、また未来の人に決して申し開きの出来ない核のゴミを遺してしまったことを認め、これ以上の核のゴミを増さないため、ただちに原発ゼロへと舵を切るべきです。原発に依存しない政策を原発立地自治体の首長として国に対し強く要請すること
3 原発は命にかかわることだからと心配し、声をあげている県民の声に真摯に耳を傾け、直接対話の場を設けること
